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　 年 月 日から 日にかけて，国際
所得国富学会の第 回大会がフィンランド
のヨエンスー市（ ）の
で開催された。全体の参加者は約 名で，

日本からの参加者は，伊代田光彦氏（桃山学
院大学），上領英之氏（広島修道大学），作間
逸雄氏（専修大学），櫻本健氏（内閣府経済
社会研究所国民経済計算部企画調査課），辻
村和佑氏（慶応大学），溝下雅子氏（慶応大学）
に私の 人であった。
　今回の大会は，報告論文数が と多く，
最後に掲載したプログラム骨子から分かるよ
うに，これまでになかった 分科会同時進行
の形がとられ，かつ，新たにポスターセッショ
ンが開催された。
　今回私が参加したセッションは，第 ，第
，第 ，第 ，第 ，第 ，第 セッショ

ンであるが，以下において，特に印象に残っ
たセッションについてのみ簡単に触れておき
たい。
　第 セッションで印象に残ったのは，
（ ）の第一次調査結果
報告である。 （ ）
の存在は有名であるが，現在，所得分布のみ
ならず富の分布の国際比較プロジェクトも進
行中のようである。この学会の慣行では，開
催国の国民経済計算担当部局が主導して第一
セッションのテーマが決められてきたように
思う。従って，これまでは，ほとんどが

に関する諸問題が取り上げられてきたように
思うが，今回は，めずらしく，所得・富の分
布に関する話題が取り上げられた。司会の

は， （
）の関係者のようであり，フィンラン

ドの国民経済計算担当部局の指導的な地位に
ある人が所得分布の研究を積極的に行ってい
るということのようだ。世界的に所得・富の
分布の不平等が注目され，話題になってきて
いるということであろう。
　第 セッションで印象に残ったのは，

による報告であ
る。近年，国民経済計算の質が問題にされて
きているが，質の向上のためには，コモ法を
利用し， （ ）を充実
させることが必要である。ところが，
は，この点を配慮した構成，記述になってお
らず，各国の国民経済計算担当部局に混乱を
もたらしているというのが彼らの主張である。
先進国においても純粋なアクティビティー・
ベースの事業所分類による が作成され
ている例は少ないようであり，この点への注
意を喚起したセッションであったといえよう。
なお，この点に関して，日本はかなりきっち
りと対応しており，評価も高いようであった。
　第 及び第 セッションは， 年に予
定されている国連の 改定に関する討論
のセッションであった。改定検討項目及びそ
れらに関する議論のスケジュール，改定に関
する諸委員会の議論状況については，国連の
ホームページに掲載されており，この学会に
参加するまでは，かなり議論が煮詰まってい
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るのではないかと思っていた。しかし，この
セッションで，改訂の議論に直接タッチして
いない有力な専門家の間でかなり異論がある
ことが明らかになった。例えば， 改
訂当時の中心メンバーであったバノリが，か
なり多数の項目に関して批判を展開したのは
印象的だった。改定内容が最終的にどのよう
な内容になるか，また，どのようなスケジュー
ルで行われるのかについては，不確定な要素
がかなりあるような感じがした。
　今回初めて設けられたポスター・セッショ
ンでは， の「

」が印象に残った。 年
月，中国政府は，経済センサスに基づいて，
年から 年の平均実質成長率を ％

から ％に修正し， 年以降各年の成長
率も修正した。 の論文は，中国政府当局
が推計変更に用いた手法を推測し，かつ，推
測した手法に基づいて再計算を行った結果と
政府発表数字を比較したものである。そして，
その結果から，政府発表は人為的に一部の数
値を操作したものだと結論づけている。経済
統計学会誌『統計学』において，中国の

年 の成長率をめぐる論争を取り上
げたことがあるが，最近， の学会誌
「 」 で，

による中国 成長率の推計結果
に関して との間で論争が行われ
ている。中国の 成長率の正確な推定は，
世界的に注目されているトピックスになって

いるようであり，私も興味がわいてきた。
　次に， 日夜に行われた全体総会の中で，
今後の学会の新しい運営体制，経営状況など
が発表されたので報告しておきたい。新しい
チェアマンには， 氏（
大学，イギリス， 年生）が就任した。

は近年，経営的に苦しい状況であった
が，学会誌「 」
を が責任を持って発行するという
契約が成立したことなどにより，資金的な余
裕が出てきているようだ。次回の大会は

年 月 日－ 日にスロベニアの
で開催される。また， 年の大会は，ス
イスのチューリヒ近郊の － で開催さ
れることになった。なお， 年 月に次の
ようなテーマの特別総会が北京で開催される。
“

”。ちなみに，今回の 回大会
の詳しいプログラム，報告論文を サイ
トからダウンロードできるので，関心がある
方は
　　
を利用されたい。
　最後に，経済統計学会 回大会では，所
得格差問題が議論されたが， において
も所得分布，資産分布の問題を取り上げた議
論が多かった。研究対象に関しては，両者に
共通する部分が多く，参考になることが多い
ので，経済統計学会のより多くの会員が

に参加することを薦めたい。

大会最終プログラムの骨子（セッションの表題のみ掲載）
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